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伊藤　剛 1）・市澤　泰峰 2）

１．はじめに

近年，『城郭』への注目が集まっている．NHK の番組だ

けでも「日本最強の城スペシャル」は既に第 10 弾まで放送

され，その他の放送局でも城郭に関連した番組は多い．本

屋に足を運べば，やはり城郭に関する本が，新書やムック

から専門書まで所狭しと並んでいる．2012 年からは「日本

城郭検定」が実施され，2016 年に始まった「お城 EXPO」は

2021 年の開催で 6 回目を数えた（写真 1）．

本邦の歴史において，数多くの城が築かれた．城の定義

や記録の多寡にもよるが，その数は数万に及ぶとされる．

これらの城は，その地形的立地条件から，山城や平城ある

いは平山城などに区分される．築城には地形や地質が考慮

されたと考えられ，これらの関係に着目した研究が幾つか
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存在する（例えば，小林，1963；大木，2017）．一方で，

個別の城だけでなく広い範囲で検討した例は限られる． 

著者は群馬県桐
きりゅう

生市及び栃木県足
あしかが

利市を中心とした「桐

生及足利」地域において，5 万分の 1 地質図幅作成を目的

に地質調査を行った．その過程で，地質調査に基づく岩

相の分布と山城や平山城の分布を比較・検討した（Ito and 

Ichizawa， 2022）．ここでは，最近出版された地質図（伊藤

ほか，2022）と，その地質と城郭分布との関係を検討した

論文（Ito and Ichizawa， 2022）の概要を紹介する．上述の

通り，様々な観点から『城郭』が語られているが，新たに地

質学的観点からみた魅力を知る一端となれば幸いである．

２．「桐生及足利」地域の地質概要

「桐生及足利」地域（以下本地域と称す）は足尾山地の南

西部に位置する（第 1 図）．この地域は，ジュラ系付加体

（足尾帯）・上部白亜系深成岩類（足利岩体）・古第三系及び

新第三系・更新統赤城火山噴出物・第四系からなる．地質

図を第 2 図に，地質総括図を第 3 図に示す．以下にそれぞ

れの地質概説を記す． 

ジュラ系付加体（足尾帯）は，「桐生及足利」地域中央部か

ら北東部の足尾山地と南西部の八王子丘陵に露出する．こ

のジュラ系は，黒
くろ

保
ほ ね

根 – 桐生コンプレックス・大
おお

間
ま ま

々コン

プレックス・葛
く ず う

生コンプレックス・行
ぎょう

道
どうさん

山コンプレックス

の 4 コンプレックスからなる（伊藤，2021）．行道山コン

プレックスは伊藤（2021）により新たに提唱された．泥質

岩から産出した放散虫の年代（例えば，Kamata，1996；Ito，

2021）に基づいて，それぞれのコンプレックスの付加年代

は，大間々コンプレックス及び行道山コンプレックスが中

期ジュラ紀の中期以降，黒保根 – 桐生コンプレックスが中

期ジュラ紀の後期以降，葛生コンプレックスが後期ジュラ

紀の前期以降と推定されている．また，コンプレックス境

界断層として桐生川断層・閑
か ん ま

馬断層・大岩断層が，ジュラ

系付加体中の褶曲として梅田向斜・飛
ひ

駒
こま

背斜・葛生向斜が

認められる． 
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写真 1 　 「お城 EXPO 2021」の看板．2021 年 12 月 18 ～ 19 日にパシ
フィコ横浜ノースで開催された．
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1 堆積物・大
おお

胡
ご

軽石流堆積物・南
な

雲
ぐも

軽石流堆積物・火山麓

扇状地 2 堆積物からなる．

本地域の第四系は，段丘堆積物・地すべり堆積物・沖積

層・扇状地堆積物・河床堆積物・土石流堆積物からなる．

地域南西部には大間々扇状地と呼ばれる台地が存在し，こ

こには段丘堆積物が広く分布する．渡良瀬川本流周辺など

の低地には主に沖積層が分布する．また，扇状地堆積物や

土石流堆積物が山地の基部や枝沢沿いに，小規模な地すべ

り堆積物が山地内や基部に散在している．

３． 「桐生及足利」地域の城郭

「桐生及足利」地域の地質図上に，『日本城郭大系』（平井

ほか，1979）の示した地図や記述に基づいて城郭の位置を

プロットした（第 4 図）．平井ほか（1979）により山城ある

足利岩体は，本地域中央東部の名草上町周辺において黒

保根 – 桐生コンプレックスに貫入する．楕円形状に露出し

たこの岩体は，黒雲母花崗閃緑岩からなる（矢内，1972；

伊藤・中村，2021）．

古第三系及び新第三系は，本地域南西部の八王子丘陵と

本地域西部の鹿
し か だ

田山周辺及び地域北東部の飛駒盆地に露出

する．八王子丘陵には，暁新世の金山溶結凝灰岩ならびに

前期中新世の広沢礫岩と藪
やぶづか

塚層が分布する．鹿田山周辺に

は，金山溶結凝灰岩や馬
ま み

見岡
おか

凝灰岩，年代及び帰属不詳の

デイサイトが露出する．また，八王子丘陵の西側斜面の山

麓部には，強
ご う ど

戸層が分布する．飛駒盆地には飛駒層が分布

する．

赤城火山は，群馬県北東部に存在する大型の成層火山で

ある（山元，2016）．更新統赤城火山噴出物は，本地域で

は北西部に分布し，梨
なし

木
き

岩屑なだれ堆積物・火山麓扇状地

第 1 図　 「桐生及足利」地域周辺の位置と範囲．伊藤ほか（2022）に基づく．



GSJ 地質ニュース Vol. 11  No. 5（2022 年 5 月）          121

地質学からみた城郭：足尾山地南西部，5万分の 1地質図幅「桐生及足利」の例

第 2 図　 5 万分の 1 地質図幅「桐生及足利」（伊藤ほか，2022）．

第 3 図 　地質総括図（伊藤ほか，2022）．
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いは平山城に区分されているものを対象とし，また，平井

ほか（1979）が縄張り（城内の配置を示した図）を示してい

て且つ地層の露出がみられるものについては，縄張り内で

の岩相分布を調べた．

「桐生及足利」地域では，計 29 城が対象である（第 4 図）．

これらのうち 24 城がジュラ系付加体の分布域に位置して

おり，特にチャートの分布域に建つ城郭は 13 城にのぼる．

代表的な例としては，足利城や小俣城，小野城が挙げられ

る．栃木県足利市大岩町の足利城では，その縄張り内はほ

ぼチャートからなる（第 5 図）．本丸周辺である両
りょうがい

崖山山頂

から山稜に沿って連続的にチャートが露出している（写真

2A–2C）．山頂の南東方では珪質泥岩，泥岩及び砂岩泥岩互

層が露出しており（写真 2D），チャート―砕屑岩シーケン

スが認められる．堀切がこれらの泥岩や珪質泥岩周辺に形

成されている．

一方，地質図上ではチャートの分布域に位置しない城郭

であっても，本丸周辺などにチャートが露出する例もみら

れる．桐生城や高津戸城がこの例にあたる．

４．地質と城郭の関係

チャートは一般的に緻密で硬い点が特徴である（例えば，

堆積学研究会編，1998，pp. 279）．地形の辞典（日本地形

学連合編，2017，pp. 591–592）によれば，日本の中・古

生界のチャートは泥岩や砂岩などに比べて強抵抗性岩であ

るため，差別浸食により顕著に突出した尾根を構成してお

り，このような尾根はチャート尾根と呼ばれる．このよう

なチャートの硬さやそれに伴う急峻な地形を利用して，「桐

生及足利」地域においては城郭が築かれたと推定される．

これに対し，泥岩や珪質泥岩などはチャートに比べると軟

らかく，堀切はこれらの岩石の分布箇所に作られている． 

「桐生及足利」地域では，築城に地質が活用されていたと考

えられる．

５．おわりに

Ito and Ichizawa （2022） は，5 万分の 1 地質図幅「桐生

第 4 図　 山城の分布．平井ほか（1979）の記述に基づいて，山城あるいは平山城に区分されているものを主な対象とした．
ただし，草木城と松田城については詳細な位置が不明なためプロットしていない．
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及足利」（伊藤ほか，2022）に基づいて同地域における地

質と城郭の関係を調べ，峻険な地形をつくるチャートが築

城に活用されていることを示した．チャートは他地域にお

いても活用されている．足尾山地の周辺で見れば，東隣の

「栃木」地域内にあたる唐沢山城もチャートの上に築かれた

城郭として知られる．その周辺にチャートが露出しており

（写真 3），石垣や石積みにチャートが多く使われている（佐

野市教育委員会，2013）（写真 4）．全国的に見ると，織田

第 5 図　 足 利 城 周 辺 の ル ー ト マ ッ プ．Ito and Ichizawa （2022） の
Fig. 5A に基づく．

信長が再整備した岐阜城や小牧山城はおそらく最も著名な

例であろう．どちらもチャートの上に築城され（第 6 図），

さらに石垣にもチャートが使用されている． 

一方，地質は地域ごとに異なるので，チャートが分布し

ない地域ではまた異なる地質が利用される．南九州型城郭

と言われる火砕流からなるシラス台地の浸食谷を利用した

城郭は典型例である．地質学的観点から城郭に迫るには，

各城での詳細な調査検討はもちろんのこと，広域での検討

も必要である．定形区画内の地質調査を詳細に行う地質図

幅の作成は，主要な目的である地質調査はもちろんのこと，

こういった複合的な研究にも適していると言えるだろう．
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写真 2　 足利城周辺に露出する岩相．（A）足利城本丸（両崖山山頂）．足元にチャートが露出する．（B）展望台近くに露
出するチャート．（C）両崖山南方の尾根沿いに露出するチャート．（D）堀切に露出する砂岩泥岩互層．

写真 3　唐沢山城の天狗岩．葛生コンプレックスの層状チャートが露出している．
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写真 4 　チャートが多く使用されている唐沢山城の石垣．（A，B）本丸の石垣．（C）食い違い虎口の石垣．（D）桝形の石垣．

第 6 図　 ジュラ紀付加体のチャートの上に築かれた城郭の例．オレンジ色はジュラ紀付加体のチャート分布域である．
（A）岐阜城周辺の地質図．5 万分の 1 地質図幅「岐阜」（吉田・脇田，1999）に加筆．（B）小牧山城周辺の地質

図．5 万分の 1 地質図幅「名古屋北部」（坂本ほか，1984）に加筆．
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